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A B O U T  L E A R N I N G

生
涯
学
習
に
つ
い
て�

2　�

�

　
岡
山
県
生
涯
学
習
推
進
本
部�

�

１
　
所
掌
事
務�

　
庁
内
各
部
局
間
の
連
絡
・
調
整
を
図
り
、

生
涯
学
習
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
推�

進
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

２
　
会
　
　
議�

・
平
成
九
年
六
月
二
日
　
　
　
　
　
　�

・
本
県
の
生
涯
学
習
へ
の
取
組
の
現
状�

　
説
明
と
、
生
涯
学
習
審
議
会
の
設
置�

　
と
そ
の
諮
問
事
項
等
に
つ
い
て
協
議�

　
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

３
　
幹
事
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ア
　
所
掌
事
務
　
　
　
　
　
　
　
　�

・
本
部
の
運
営
上
必
要
な
事
項
の
調
査�

　
研
究
及
び
本
部
が
決
定
し
た
施
策
の�

　
実
施
に
当
り
必
要
事
項
を
処
理
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
岡
山
県
生
涯
学
習
審
議
会�

�

１
　
所
掌
事
務�

　
県
教
育
委
員
会
又
は
知
事
の
諮
問
に

応
じ
、
生
涯
学
習
の
施
策
の
総
合
的
な

推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
を
調
査
審
議�

事　　業　　名�
�
�
岡山県立大学・同短期大学部�
公開講座�
�
�
はばたけ２１青少年育成事業�
�
�
�
ふるさとづくりももたろう塾�
�
�
�
ボランティアセンター事業�
�
�
�
�
�
公開技能講座�
�
�
�
ニュ－ファ－マ－ズ確保対策�
事業�
�
�
建設事業従事者研修�
�
�
�
地域安全活動�
�
�
地域教育活性化メニュ－事業�

事　　業　　の　　概　　要�
［対　　象］�

�
　年度ごとに統一テーマを設定し、大学及び短期大学部の専任教員が、日
頃の研究成果や最新情報を分かりやすく紹介�
［青年～高齢者］�
�
　新しい時代を担う世代としての意識を育み、協調性や社会性を備えた青
少年を育成するため、農山漁村体験を実施�
［青少年］�
�
　地域づくりのリーダーとして活躍している意欲のある人を対象に１年制の
塾を開設（岡山県コミュニティ協会と共催）�
［一般県民］�
�
（県ボランティアセンター事業）�
　福祉教育の推進、リーダーの養成、広報・啓発等の実施�
（市町村ボランティアセンター事業）�
　情報誌の発行、相談、登録斡旋、入門講座の開催等を実施�
［青少年～高齢者］�
�
　県立職業高等技術訓練校を広く県民に開放し、技能の大切さを再確認し
てもらうため講座を開催�
［地域住民］�
�
　ふるさと情報の送付や先進農家での実務研修などにより、Ｕタ－ン就農
の促進を図るとともに、就農希望者に体験研修等を実施�
［青年～成人一般］�
�
　建設技術者の技術の向上と工事の適正な施工を図るため、県建設技術
センタ－において各種の研修を実施�
［民間建設事業従事者のうち指導的な役割を担う主任技術者等］�
�
　「自らの安全は自らで守ろう」を合言葉に、住民主導の地域安全活動の
促進とともに、地域でのボランティアの育成［青少年～高齢者］�
�
　市町村が実施する家庭・地域社会における教育の充実・活性化に資する
事業への支援・助成�
［県下２０市町村］�

部・局�
（課・室）�

�
総務部�
（総務学事課）�
�
�
企画部�
（青少年課）�
�
�
地域振興部�
（県民生活課）�
�
�
保健福祉部�
（地域保健福祉課）�
�
�
�
�
商工労働部�
（労政技能課）�
�
�
農林部�
（新農業推進室）�
�
�
土木部�
（監理課）�
�
�
警察本部�
（生活安全企画課）�
�
教育委員会�
（生涯学習課）�
�

表１　　本県の生涯学習関連事業例（平成９年度）�

　
二
十
一
世
紀
を
目
前
に
し
て
、生
涯
学
習
の
意
義
や
重
要
性
に
つ
い
て
再
確
認
す
る
と
と

も
に
、多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
に
応
え
得
る
振
興
策
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　
本
県
で
は
、平
成
六
年
三
月
策
定
の「
岡
山
県
の
生
涯
学
習
推
進
の
指
針
」
を
踏
ま
え
、

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。�

　
平
成
九
年
度
は
、九
部
局
三
十
四
課
室
に
お
い
て
、生
涯
学
習
関
連
事
業
が
実
施
さ
れ
た
。

そ
の
概
要
は
、表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。�

　
ま
た
、岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、岡
山
県
生
涯
学
習
推
進
本
部
及
び
岡
山
県
生
涯

学
習
審
議
会
が
設
置
さ
れ
、生
涯
学
習
の
一
層
の
推
進
を
図
る
た
め
の
新
た
な
体
制
づ
く

り
が
な
さ
れ
た
。�

　
こ
こ
で
は
、推
進
本
部
及
び
審
議
会
の
概
要
を
紹
介
す
る
。　�

　
な
お
、そ
の
推
進
組
織
は
表
２
の
と
お
り
で
あ
る
。�
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す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
　
諮
問
事
項
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
「
二
十
一
世
紀
を
見
通
し
た
本
県
の

生
涯
学
習
の
総
合
的
な
推
進
方
策
に
つ

い
て
」�

〇
生
涯
学
習
の
振
興
に
当
た
っ
て
の
基

　
本
的
考
え
方
に
つ
い
て�

〇
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
基
本
的

　
方
策
に
つ
い
て�

「
検
討
項
目
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

・
社
会
環
境
の
急
速
な
変
化
と
生
涯
学

　
習
に
つ
い
て�

・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
機
能
充
実
に

　
つ
い
て�

・
市
町
村
に
お
け
る
生
涯
学
習
の
一
層

　
の
推
進
に
つ
い
て�

・
学
習
成
果
の
評
価
と
活
用
に
つ
い
て�

・
そ
の
他
関
連
事
項
　
　
　
　
　
　
　

３
　
会
　
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
九
年
度
は
、
三
回
開
催�

４
　
専
門
部
会
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
ア
　
役
　
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　�

・
審
議
会
か
ら
付
託
さ
れ
た
事
項
等
の

　
調
査
研
究
及
び
答
申
案
を
作
成
す
る
。�

　
イ
　
会
　
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
平
成
九
年
度
は
、
二
回
開
催�

�

　
今
後
は
、
庁
内
生
涯
学
習
関
連
事
業

実
施
各
課
と
の
連
携
・
協
力
を
進
め
る

と
と
も
に
、
市
町
村
・
民
間
の
教
育
事

業
者
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
現
在

取
り
組
ん
で
い
る
諸
事
業
を
充
実
さ
せ

た
い
。�

　
さ
ら
に
、
国
の
動
向
や
県
生
涯
学
習

審
議
会
の
提
言
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
生

涯
学
習
推
進
方
針
の
策
定
、
情
報
提
供

シ
ス
テ
ム
の
充
実
、
指
導
者
の
養
成
、

人
材
バ
ン
ク
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
み
、

生
涯
学
習
の
一
層
の
振
興
に
努
め
て
い

き
た
い
。�

表２　　岡山県における生涯学習推進組織�

生涯学習推進本部�

設置根拠　岡山県生涯学習推進本部設置要綱�
　　　　（平成9年5月15日決裁）�
　　　　　第１条�
�
　　　　　本　   部　   会　  議　（16名）�
本部長　　・知事�
副本部長　・副知事，教育長�
本部員　　・出納長，知事室長，総務部長，企画�
　　　　　　部長，地域振興部長，保健福祉部長�
　　　　　　商工労働部長，農林部長，土木部長�
　　　　　　公営企業管理者，警察本部長�
�
　　　　　幹　　　事　　　会　（47名）�
幹事長　　・教育庁教育次長�
副幹事長　・総務学事課長，教育庁総務課長�
幹　事　　・各部主管課長および生涯学習関連事�
　　　　　　業を有する課（室）の長等�
�
　　　　　代　表　幹　事　会　（13名）�
　委員長　　・教育庁教育次長�
　副委員長　・総務学事課長，教育庁総務課長�
　代表幹事　・各部主管課等課長�
�
　　　　　担　　当　　者　　会�
座長　　　・生涯学習課長�
構成員　　・代表幹事が推薦する課の担当者�
�
事務局　　・教育庁生涯学習課�
�

生涯学習審議会�

設置根拠　・生涯学習の振興のための施策の推進�
　　　　　　体制等の整備に関する法律�
　　　　　（平成２年法律第71号）�
　　　　　　第11条�
　　　　　・岡山県生涯学習審議会条例�
　　　　　（平成９年条例第27号）�
　　　　　　第１条�
委　員　　・学識経験者等21名�
　任命　　・教育委員会が知事の意見を聴いて任命�
　任期　　・２年�
　会長　　竹内康夫（岡山県公民館連合会会長）�
�
　　　　　　　　専　門　部　会�
　　・審議会会長が指名する委員１０名�
　　・部会長（委員の互選）�
　　　　木原孝博�
　　　　　　（ノートルダム清心女子大学教授）�
�
庶　務　　・教育庁生涯学習課�

教

育

委

員

会�

知

事�

諮　問�
�
�
�
�
�
�
答　申�
�
�
�
�
�
�
建　議�
�
�
�

岡山県生涯学習審議会第１回会議（H９.８.１９）�

岡山県生涯学習推進本部第１回会議（H９.６.２）�



�

INFORMATION  OF  CENTER

セ
ン
タ
ー
事
業
の
紹
介�

4　�

岡山県内にお住まいの方、お勤めの方、�
通学の方ならどなたでも受講できます。�
�

原則として60歳以上の方で開設機関へ�
通学可能な方ならどなたでも�

　のびのびキャンパス岡山では、主催講座の

他に県内各地で開催される大学の公開講座

や高等学校の開放講座、市町村や民間の各

機関で行われる様々な講座を連携講座として

実施していただき単位を認定しています。詳し

くは、５月以降配布予定の「講座一覧」をご覧

になってください。�

４月下旬に配布予定の「受講案内」をご覧

の上、所定の申込用紙でお申し込みください。

受講案内は、当生涯学習センター・市町村

教育委員会・公民館などに配布します。�

平成10年度　岡山県生涯学習センターで開

催する主催講座は�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

「岡山の歴史１・２」「岡山の文化１・２」「郷

土の陶芸」「郷土の匠」「学習ボランティア」

「パソコン１～４」「映像」の12講座があります。�

申込方法 ： �

募集要項でご覧の上、受講し

たい講座を開設している機関

へ申込用紙と返信用封筒を送

付してください。�

平成10年度の募集要項は５月上
旬に配布予定です。�
募集要項は当生涯学習センター・市町村教

育委員会・公民館などに配布します。�

個人あてに郵送を希望するときは90円切手

を生涯学習センターに送ってください。�

申込
用紙

�

　講座を開設するのは教育機関（県生涯学

習センター・県総合文化センター・県立博物館・

津山郷土博物館）・大学・短期大学（岡山・

倉敷・高梁・新見・津山市）・市町村教育委員

会（笠岡市・備前市・高梁市・落合町）�

講座内容は、「健

康」「生活」「歴

史」「パソコン」

「美術」「経済」

など多分野にわ

たっています�
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学
習
者
の
声�

学
習
相
談�

　
今
年
三
月
末
に
退
職
し
、
時
間
的
余

裕
が
で
き
る
の
で
、
庭
木
の
剪
定
の
技

術
を
習
得
し
て
、
自
分
流
の
庭
づ
く
り

を
考
え
て
い
る
。�

　
ま
た
、
英
会
話
・
彫
り
物
・
盆
栽
・

焼
き
物
な
ど
も
習
い
た
い
と
思
っ
て
い

る
が
、
ど
こ
か
近
く
で
よ
い
と
こ
ろ
は

な
い
だ
ろ
う
か
。�

�
      

（
五
十
歳
代
・
男
性
）�

�
�　

最
初
、
庭
木
の
剪
定
の
技
術
を
身
に

つ
け
た
い
と
い
う
お
話
か
と
思
っ
て
聞

い
て
い
ま
し
た
と
こ
ろ
、
き
ち
ん
と
し

た
所
で
剪
定
を
習
い
、
本
格
的
な
庭
を

造
り
た
い
と
い
う
お
話
で
し
た
。�

　
そ
こ
で
、
「
園
芸
装
飾
技
能
士
」
「
造

園
技
能
士
」
の
こ
と
を
説
明
し
、
資
格

を
取
る
こ
と
を
進
め
ま
し
た
。�

　
相
談
者
の
方
も
、
資
格
取
得
に
大
変

興
味
・
関
心
を
示
さ
れ
た
の
で
、
資
格

の
取
れ
る
「
岡
山
県
職
業
能
力
開
発
協

会
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
ま
た
、
英
会
話
な
ど
も
学
習
し
て
み

た
い
と
い
う
希
望
で
し
た
の
で
、
当
セ

ン
タ
ー
の
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ

ム
「
ぱ
る
ネ
ッ
ト
岡
山
」
で
、
居
住
地

に
近
い
公
民
館
講
座
や
カ
ル
チ
ャ
ー
教

室
を
検
索
し
、
紹
介
し
ま
し
た
。�

　
相
談
者
の
方
は
、
公
民
館
に
希
望
の

講
座
を
見
学
に
行
っ
て
、
二
つ
か
三
つ

の
講
座
に
絞
り
、
自
分
で
週
の
時
間
表

を
作
成
し
、
学
習
に
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
退

職
後
の
生
涯
学
習
に
つ
い
て
も
と
て
も

希
望
が
も
て
、
将
来
が
明
る
く
な
り
嬉

し
く
な
り
ま
し
た
と
い
わ
れ
帰
っ
て
行

か
れ
ま
し
た
。�

学
習
相
談
コ
ー
ナ
ー�

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー�

�

　
　
　
　
・
交
流
棟
二
階�

�

０
８
６
ー
２
５
１
ー
９
７
５
０�

�

　
　
　
　
　
　
　
　
（
内
線
４
２
１
）�

　
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座�

　
わ
か
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
次
に
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
是
非

参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。�

（
四
十
八
歳
・
女
性
）�

�

　
長
寿
学
園
「
学
習
指
導
」�

　
幅
広
い
各
界
の
有
職
者
の
お
話
が
聞

け
て
大
変
結
構
で
す
。
今
後
、
様
々
な

分
野
の
方
へ
の
お
話
を
期
待
し
ま
す
。�

（
六
十
歳
代
・
男
性
）�

　
具
体
例
を
出
し
な
が
ら
の
講
座
は
、

受
講
す
る
者
を
引
き
付
け
て
く
れ
ま
す
。

こ
の
講
座
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
学
び
、

そ
れ
を
伝
え
て
い
く
か
解
り
ま
し
た
。�

（
六
十
歳
代
・
女
性
）�

�

　
生
涯
学
習
大
学
「
映
像
Ⅰ
」�

　
映
画
な
ど
を
み
る
際
の
楽
し
み
が
増

え
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ペ

ラ
と
い
う
も
の
に
初
め
て
接
し
興
味
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
、
大
変
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。�

（
五
十
二
歳
・
男
性
）�

　
映
画
の
撮
影
方
法
一
つ
と
っ
て
も
今

ま
で
の
自
分
の
見
方
と
は
違
う
方
向
か

ら
み
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。�

（
三
十
五
歳
・
女
性
）�

　
映
画
や
ニ
ュ
ー
ス
映
像
の
撮
影
の
仕

方
が
よ
く
分
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
ビ

デ
オ
撮
影
の
参
考
に
な
る
と
思
う
。
や

は
り
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
画
像
は
美
し
い
。�

（
三
十
七
歳
・
男
性
）�

�

　
生
涯
学
習
大
学
「
郷
土
の
陶
芸
」�

　
初
め
て
な
の
で
、
備
前
焼
の
歴
史
な

ど
興
味
深
く
学
ば
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
実
物
作
成
は
童
心
に
か
え
り
楽
し

く
造
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。�

（
六
十
一
歳
・
女
性
）�



中央公民館の婦人学級から生まれた「ドラネコ座」による�
ミュージカル�

�
6　�

　
今
、
岡
山
市
民
が
元
気
で
す
。�

昨
年
の
築
城
四
百
周
年
記
念
事
業
で
は
、

色
々
な
市
民
企
画
が
市
民
自
身
の
手
に
よ

っ
て
具
体
化
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
多

く
の
市
民
が
参
加
し
、
四
百
年
の
歴
史
を

自
分
た
ち
の
新
し
い
く
ら
し
や
地
域
づ
く

り
に
結
び
つ
け
よ
う
と
い
う
、
新
し
い
息

吹
を
感
じ
さ
せ
ま
し
た
。�

　
市
民
が
い
き
い
き
学
び
活
動
す
る
街
。

元
気
な
市
民
の
顔
が
輝
い
て
い
る
街
を
作

っ
て
い
く
こ
と
が
「
生
涯
学
習
」
の
ね
ら
い
。

市
民
が
輝
く
ま
ち
岡
山
を
め
ざ
し
て
、
市

民
主
体
の
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
取
り
組

み
は
、
岡
山
市
で
も
本
格
化
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。�

�

　
キ
ー
ワ
ー
ド
は�

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」�

　
そ
の
中
で
も
、
公
民
館
が
元
気
で
す
。

く
ら
し
の
中
の
課
題
へ
向
け
て
の
様
々
な

学
び
か
ら
、
市
民
自
身
の
自
主
的
な
地
域

づ
く
り
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、

学
び
を
中
心
と
し
て
、
多
様
で
重
層
的
な

市
民
自
身
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
生
ま
れ
は

じ
め
て
い
ま
す
。�

 

「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
は
、
今
後
の
岡
山

市
の
生
涯
学
習
を
考
え
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と

も
い
え
そ
う
で
す
。�

　
生
涯
学
習
を
支
援
す
る
行
政
側
も
、
様
々

な
対
象
と
内
容
に
つ
い
て
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

�

　
様
々
な
生
涯
学
習�

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
へ
向
け
て�

　
今
、
岡
山
市
が
取
り
組
も
う
と
し
て
い

る
生
涯
学
習
推
進
施
策
の
第
一
は
、
「
生

涯
学
習
支
援
シ
ス
テ
ム
の
開
発
」
で
す
。�

　
こ
れ
は
、
市
民
が
必
要
と
す
る
情
報
を

い
つ
で
も
ど
こ
か
ら
で
も
取
り
出
せ
、
し

か
も
、
生
涯
学
習
関
連
施
設
の
空
き
情
報

や
利
用
申
込
・
抽
選
が
で
き
る
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
シ
ス
テ
ム
を
作
る
も
の
で
す
。
市
民

自
身
の
情
報
発
信
や
情
報
交
流
も
保
障
し
、

新
た
な
街
づ
く
り
に
も
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
す
で
に
図
書
館
情
報
は
「
Ｏ

Ｃ
Ｌ
ネ
ッ
ト
」
で
提
供
し
て
お
り
、
今
後
、

行
政
内
部
の
生
涯
学
習
関
連
部
局
は
も
ち

ろ
ん
、
様
々
な
生
涯
学
習
機
関
、
民
間
事

業
者
や
市
民
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

不
可
欠
に
な
り
ま
す
。�

　
第
二
は
、
大
学
等
の
高
等
教
育
機
関
と

の
連
携
に
よ
る
、
新
た
な
学
習
機
会
の
創

出
で
す
。�

　
市
内
に
あ
る
８
大
学
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
も
と
に
、
市
民
の
高
度
で
体
系
的
な
学

習
要
求
に
応
え
る
、
「
市
民
カ
レ
ッ
ジ
（
仮

称
）
」
の
実
現
を
目
指
し
て
い
く
計
画
で
す
。�

　
第
三
は
、
学
校
と
地
域
と
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り
を
目
指
す
「
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
」
で
す
。�

　
地
域
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
学
校
施

設
機
能
の
あ
り
方
か
ら
、
「
学
社
融
合
」

の
理
念
に
基
づ
い
て
、
学
校
開
放
を
総
合

的
・
計
画
的
に
進
め
て
い
く
た
め
の
計
画

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。�

�

　
こ
う
し
た
取
り
組
み
と
合
わ
せ
て
、
公

民
館
や
地
区
図
書
館
整
備
を
中
心
と
し
て
、

地
域
に
整
備
さ
れ
て
き
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
等
と
の
施
設
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

も
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。�

　
遠
回
り
の
よ
う
で
も
、
こ
う
し
た
取
り

組
み
を
一
つ
ひ
と
つ
市
民
と
と
も
に
具
体

化
し
て
い
く
中
で
、
岡
山
市
の
生
涯
学
習

の
明
日
が
開
け
て
い
く
と
確
信
し
て
い
ま
す
。�

わ
が
ま
ち
の
生
涯
学
習�



7　生涯学習センターだより�

生涯学習を進める市民の会設立総会と�
同日に行った「つやま市民文化祭」の様子　�
（平成９年１２月６日）�

行政民間一体の生涯学習推進体制図�

　
津
山
市
は
、
昭
和
６３
年
度
文
部
省
の
「
生

涯
学
習
モ
デ
ル
市
町
村
」
の
指
定
を
受
け

て
か
ら
、
生
涯
学
習
推
進
事
業
の
本
格
的

な
取
り
組
み
を
始
め
、
以
後
平
成
9
年
度

ま
で
の
１０
年
間
、
行
政
主
導
の
事
業
を
課

題
や
世
代
の
必
要
に
応
じ
行
っ
て
き
ま
し
た
。�

　
こ
の
経
過
を
ふ
ま
え
今
後
は
、
市
民
が

自
ら
生
涯
学
習
に
取
り
組
め
る
環
境
の
必

要
性
を
認
識
し
、
以
下
の
事
業
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。�

�
�　

生
涯
学
習
を
取
り
組
む
市
民
の
核
と
し

て
平
成
9
年
１２
月
6
日
に
結
成
し
た
「
生

涯
学
習
を
進
め
る
市
民
の
会
」
と
行
政
が

両
輪
と
な
り
推
進
を
図
り
ま
す
。�

�

①
学
習
相
談
機
能
の
整
備�

　
何
か
始
め
た
い
人
の
た
め
に
情
報
整
備

と
相
談
を
充
実
し
ま
す
。�

②
人
材
バ
ン
ク
の
整
備�

　
指
導
者
な
ど
の
人
材
情
報
を
充
実
し
ま
す
。�

③
リ
ー
ダ
ー
の
育
成�

　
市
民
の
自
主
的
な
学
習
活
動
充
実
の
た

め
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
し
ま
す
。�

④
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
（
指
導
者

の
育
成
）�

　
学
ん
だ
こ
と
を
生
か
す
た
め
・
学
び
を

深
め
る
た
め
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修
を
行
い

ま
す
。�

�
�　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
通
し
て
、
生
涯
学
習

の
環
境
づ
く
り
と
人
材
育
成
に
努
め
ま
す
。�

行　政�
�

生涯学習�
関連施設�

連携�

①学習情報の提供�
　学習相談の実施�

③ﾘｰﾀﾞｰの育成�

�

�

④ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱの育成�

生涯学習�
啓発事業�

学習の情報と人材�

①登録団体�
(現在:132団体) �
(生涯学習を進める市民の会)�
②登録人材 �
(整備中) 

企画・実施�

生涯学習を進める市民の会 �
 (現在:16団体で構成) �

事務局�
 (社会教育課)�

�

�

 市　民 

わ
が
ま
ち
の
生
涯
学
習�
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お
知
ら
せ�

I N F O R M A T I O N

開催日�
�

5/23�
（土）�
�
�
�

6/27�
（土）�
�
�

7/25�
（土）�

上映作品�

ムーミン�
　－おじさんは手品師－（25分）�
忍たま乱太郎　　　　  （45分）�
海中顔面博覧会�
　－沖縄－　　　　　 （22分）�
眠れぬ夜の小さなお話   （18分）�
瓜っこ姫とアマンジャク  （19分）�
注文の多い料理店　　 （23分）�
素顔の欧羅巴　　　　 （28分）�
きもだめしのばん　　　（15分）�
のっぺらぼう　　　　　（15分）�
トイレの花子さん            （30分）�
ＨＡＷＡＩＩ　　　　　     （25分）�
�

分野�

アニメ�
�

アニメ�
自然�
�

アニメ�
アニメ�
アニメ�
紀行�
アニメ�
アニメ�
アニメ�
紀行�

時間�

�
10：00～11：35�

�
13：30～15：05�

�

10：00～11：30�
�

13：30～15：00�
�

10：00～11：30�
�

13：30～15：00

平成９年度購入分の視聴覚教材です。�
学校・社会教育団体・サークル等でぜひ一度�
御利用ください。�

 国際理解・協力�

�人権問題�

�人権問題�

�人権問題�

�人権問題�

�生涯学習�

�障害者理解�

�婦人教育�

�家庭教育�

�家庭教育�

�家庭教育�

�家庭教育�

�保健衛生�

�保健衛生�

�交通安全�

�性教育�

�性教育�

�非行防止・犯罪防止�

�非行防止・犯罪防止�

�非行防止・犯罪防止�

ビ デ オ テ ー プ�

�約束－アフリカ　水と緑－�

�いじめ－子どもたちを守るために－�

�いじめ・親として�

�いじめへの挑戦－学校・家庭・地域のスクラム－�

�ネバーギブアップ�

�再び学校へ－リカレント学習�

�校長先生が泳いだ�

�中年からの私づくり�

�おかあさんのやさしい手�

�こどもの本音きこえてますか？�

�空とぶうさぎの誘拐防止－ぼくいやだよ！－�

�ぼくがおじいちゃんでおじいちゃんがぼく�

�Ｏ－１５７と食中毒－家庭での予防－�

�喫煙と健康�

�ドラゴンボール悟空の交通安全�

�大人になるってどんなこと�

�ぼくどこからうまれてきたの�

�家族－忍び寄る覚醒剤の恐怖－�

�電話勧誘による資格商法講座にご用心�

�薬物乱用と健康�

�非行防止・犯罪防止�

�環境問題�

�国語・国語科�

�道徳・哲学・宗教�

�道徳・哲学・宗教�

�特別活動�

�理科・生活科�

�生物・博物�

�衣食住�

�娯楽�

�福祉・団体活動・ボランティア�

�その他�

�16�

�60�

�30�

�32�

�40�

�29�

�20�

�31�

�23�

�28�

�12�

�32�

�16�

�25�

�15�

�26�

�22�

�36�

�18�

�25

�非行防止・犯罪防止�

�平和教育�

�娯楽�

�娯楽�

�娯楽�

�娯楽�

�娯楽�

�道徳・哲学・宗教�

�若者を狙うマルチ商法�

�廃棄物とその処理�

�近世庶民のくらし�

�クラスメイト�

�ひとりぼっち�

�負けへんで！－６年３組の阪神大震災－�

�やってみよう、なんでも実験（全10巻）�

�デビット・アッテンボローの野生の驚異（全12巻）�

�消費者教育（全３巻）�

�世界名作アニメ（全10巻）�

�21世紀の福祉の仕事（全５巻）�

�セクシュアル・ハラスメントを考える�

１６ミ リ フ ィ ル ム�
�リフレイン�

�サヨナラはお乳の匂い�

�トイレの花子さん�

�忍たま乱太郎�

�猫の事務所�

�ミッキーマウスのメリークリスマス�

�ムーミン－おじさんは手品師－�

�かえだま日曜日�

�20�

�25�

�25�

�20�

�21�

�23�

�50�

�50�

�20�

�44�

�20�

�20

�23�

�50�

�30�

�45�

�22�

�26�

�25�

�48

時間�分　類� 題　　　名� 時間� 分　類� 題　　　名�

１回目�
�
２回目�
�

１回目�
�
２回目�
�

１回目�
�
２回目�

前 期�

これからパソコンを始めようという人を対象に、６～７月に
かけて初級パソコン講座前期分（５回）を開催します。�

参加費 ： 無　料（ただし資料代として500円徴収します）�
会　場 ： 岡山県生涯学習センター�
　　　　パソコン教室（情報・創作棟４階）�
定　員 ： 各回20人※詳しい日程等については、４月下旬頃に決まります。    �
             （応募者多数の場合は抽選となります）�
※お問い合わせ先�
　　　　岡山県生涯学習センター　情報課�
　　　　TEL.086ー251ー9752
※後期分については、９～10月頃募集を予定しています。�

初心者限定�


	生涯学習について
	岡山県の生涯学習

	センター事業の紹介
	生涯学習大学・おかやま長寿学園

	学習者の声・学習相談
	学習者の声
	相談事例

	わがまちの生涯学習
	岡山市
	津山市

	お知らせ
	新着視聴覚教材
	初級パソコン講座（前期）
	ﾊｲﾋﾞｼﾞｮﾝｼｱﾀｰ（前期）


